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お忙しい中、多くの皆様にご参加いただき、ありがとうございました。コロナ禍対応だっ

た昨年度までと比べ、今年は、参加してくださる保護者の数がぐんと増えました。家庭教育
学級の運営に思いを巡らせ、意欲的に画面の前に集まっていただけたことに感謝申し上げま
す。リーダー研修会を通して、私たちは仲間になりました。この一年、様々なことがあるか
と思いますが、子ども達に豊かな感性を育むために、子ども達の健やかな育ちを願い、共に
活動を推進してまいりましょう。どうぞよろしくお願いいたします。 

オンラインでの研修会は、今年で４年目となりました。日常生活にオンラインが随分浸透
したことや可茂地区１０市町村の皆様が、少しでも集い易いようにということから、今年度
も同じ方法で研修会を実施しました。情報機器に関わる全ての不具合を解消することができ
ず皆様にはご迷惑をお掛けしてしまいましたが、ご理解とご協力ありがとうございました。
アンケートへのご協力もありがとうございました。来月号で、成果と課題をご報告させてい
ただきます。 

 
研修会の後半は、オンライン上やサテライト会場で交流をしていただきました。皆様、積

極的に発言してくださったことを以下に掲載させていただきます。 
 
 
 

  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

可茂県事務所 振興防災課  

家庭教育推進専門職 安田 早由里  

〒505-8508 

美濃加茂市古井町下古井 2610-1 

TEL：0574-25-3111  内線 208 

FAX：0574-25-3934 
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可茂地区家庭教育学級応援通信 

 可茂地区トレジャーワード 

育もう豊かな感性 ～泣いて、笑って、ともに歩もう～ 

 新緑から向暑への移ろいは、家庭教育学級の運営に対する
気分を高揚させてくれます。いよいよ実践スタートです！ 

 

 

家庭教育学級リーダー研修会への参加、ありがとうございました！ 

＜幼・保・こ園家庭教育学級リーダー研修会より＞ 
＊どの園も、内容が充実している。地域の方との交流を含めた講座､学校や他機関との連携 

した家庭教育学級による交流会の開催、親子のふれあいを充実させるため園行事型に体
験を組み入れた実践等々、充実させるためのポイントがある。 

＊園行事と組み合わせた学級の開催や学年ごとの発達段階に合わせた内容を行うという事 
例がいくつかあった。 

＊在宅取組では、親子読書、生活習慣リズム作り、運動会の万国旗作り、応援の旗作り等
アイディアが溢れる取組の交流があった。 

＊地域サークルの人たちが、家庭教育学級や子ども達の活動を支えてくださっている事例 
が多くあった。子ども達に関わろうという方が自分の町におられたことは喜びである。 

＊子どもの育ちに関わるような分野を担当している大学の方を講演会に招聘し、勉強会を 
開いているところもあった。コロナ前に行っていた活動を復活させるという話題も出て 
いる。 

＊予算の都合もあり無料講師の活用を積極的に行っている。 
＊幼・保・こ園の対象者ということで、親子で活動する講座がたくさん実施されている。 

学びとつながりを生み出す家庭教育学級を開催している。 
＊子育て環境や保護者の働き方も様々で、学級の維持に難しさもあるが、それぞれの園で 

工夫してくださっていることに感謝する。 
＊担当者からは、集まる際はサロンを取り入れていくことや幼・保・こ園の合同学級とし 

て計画しているいくつかの講座、ワークショップ等を活用していただくことをお願いし 
た。 

＊どの園も、積極的に計画が立てられており、今年度の活動に期待がもてる。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼稚園・保育園・こども園家庭教育学級リーダー研修会】 
（オンデマンド配信します） 

 ５月２２日（水）～６月２１日（金）まで配信します。   
                                     時間の目安           
➀ご挨拶                   １：１３～ 
➁岐阜県の家庭教育         １１：００～          
 ｢岐阜県県民生活課より｣         
➂可茂地区の家庭教育       ２８：５０～         ➀～➃までは ↑ 
➃実践発表「坂祝幼稚園様」      ３６：５０～  
                       

https://gon.webex.com/gon/ldr.php?RCID=7f114ac7428e1f003c82805a4eea030b 

 
➄グループ交流・発表                 ３０：３６～                                 
➅指導・講評             ３９：０５～ 

 

研修会に参加できなかった皆さん、オンデマンド配信をご活用ください！  

 

➄･➅は ↑ 

https://gon.webex.com/gon/ldr.php?RCID=249a2d2f21d02d096e1c81ceb710c2a8 

 

PW：vH3BUcCJ 

PW: NyJjkM85 

＜小・中学校家庭教育学級リーダー研修会より＞ 
＊地域人材を発掘し、その方の得意を活かして学校で話をしていただくという方法がよいの 

ではないか。 
＊伝承行事（餅つき等）などを実施予定のところもある。様々な情報を聞き、自分達の実践 

の幅も広げていけるといいなと感じた。皆が楽しめるものとして人気があるのは「食べる 
こと」だった。家庭教育学級の中に取り入れていきたい。 

＊親子の触れ合いがあって学びのある家庭教育学級を目指したい。 
＊役員が、「楽しそう」「やってみたい」と思える活動を仕組めば皆さんにも楽しんでもらえ 

ると考えている。その角度から講座内容を検討している。コロナも明けたので、以前行っ 
ていたことの復活や少し修正しながら実施するという方法もある。 

＊バランスボールで気持ちのよい汗をかく、手相や占いを学ぶ等、そのことから親子や家族 
の明るい話題につなげていく。 

＊どの研修も、子ども連れ可とすることで参加しやすくしたらどうか。 
＊保護者にとって、子どもの進路や食べるものは、とても気になることである。高校視察会 

の訪問校を増やし、ランチも含めて実施したり、子ども達が学校で食べているものと同じ 
ものを試食したり、皆さんに楽しんでもらう工夫をしていきたい。 

 
 

家庭教育学級リーダー研修会のアンケートはもう 

おすみですか？まだの方、ご意見をお寄せください。 

※一度で入室できない時は、ページを更新するか、 

再入室をお願いします。 

※資料に添付してある用紙を使って下さっても結構です。 

幼・保・こ園 ↓ 小・中学校 ↓ 

https://gon.webex.com/gon/ldr.php?RCID=7f114ac7428e1f003c82805a4eea030b
https://gon.webex.com/gon/ldr.php?RCID=249a2d2f21d02d096e1c81ceb710c2a8


 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八百津町立錦津保育園 家庭教育学級 

講演会型 

子どもたちの困り感との向き合い方 
～教育支援体制と家庭と保育園・学校の協同について～ 

R６．５．１（水）１４：００～１４：４５ 
   参加者 保護者約４０名 園職員約１０名 町担当者１名  

№１ 

講師：八百津町教育委員会 教育相談員 武市 由紀子氏 

 八百津町には、４つの保育園があります。ここ数年、４園全部が、開級式に同じ講師を招
聘し、子育てについてのお話を聴くという取組を実施しています。保護者総会の日に開級式
を位置付けており、この日は、開級式に PTA 会員数の約３分の２の出席がありました。 
  PTA 役員の方の司会進行で、開級式が始まり

ました。最初に、園長先生からご挨拶があり、
その後、講話となりました。 

ご講話の資料より抜粋させていただきました。 

  みんなが少しずつ見方を変えると世の中が
丸くなります。「何とかなるさ」の精神で！ 

気になること・心配なことは…➀ 
 例えば、懇談会で担任の先生から 
「友達を押してしまうことがあります。」と
言われたら…。 
「それはどんな時ですか？」 

詳しくその場の様子を聴くことが大事。園
と家庭が一緒に解決していけると本人にとっ
て一番いい結果になります。 

気になること・心配なことは…➁ 
子どもからのサインかもしれません。早め

の対応が、子どもの「困り感」の解決につな
がっていきます。保護者も園も、関係機関
も、立場は違いますが、思いは同じです。
「一緒に」を大切に。 

 
 充実した開級式となりました。今年度

の活動が楽しみですね。 

＜始まりました＞ 
今年度の訪問・取材、 
第一号！ 


